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Ⅰ 研究目的

小学校中学年国語科の「書くこと」においては，相手や目的に応じ，調べた事などが伝わるよう

に段落相互の関係などを工夫し適切な文章を書く能力の育成が求められている。そのためには，読

み手や書く目的を意識しながら事柄ごとに書く内容を整理したり段落と段落の続き方に注意して書

いたりすることが重要である。

しかし，児童の実態をみると，読み手や書く目的に応じた情報収集が行われないまま，段落構成

や段落相互のかかわりを十分考えず記述するという傾向が見られる。そのため，記述後の推敲に多

くの時間がかかることになる。これは，推敲が記述後に位置付けられることが多く，それぞれの段

階の中に読み手や書く目的を確かめさせたり目標が達成できているか確認させたり，間違いを正し

たりさせる指導が十分でなかったためと思われる。

このような状況を改善するためには，各段階で読み手や書く目的を確かめさせ，目標を達成させ

てから次の活動に移らせることが必要である。そのためには，取材・構成・記述の各段階における

推考の観点を明らかにし，推考させながら活動を進めさせ，文章がよりよいものになっていること

を確認させながら，相手や目的に応じた文章を書く力を育てることが大切である。

そこで，この研究は，取材・構成・記述の各段階に推考の時間を位置付けることで，相手や目的

に応じて文章を書く力を育てる学習指導について明らかにし，小学校中学年国語科の学習指導の改

善に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究仮説

小学校中学年国語科において，各段階における次のような推考指導を取り入れれば，相手や目的

に応じて文章を書く力を育てることができるであろう。

○取材段階

相手や目的に合った取材内容になっているかを考え，調べた事柄の取捨選択や事柄を付け加え

る推考をさせる。

○構成段階

文章構成全体における段落の役割を考えながら推考させる。

○記述段階

相手に伝わるように，行の改め方や接続語の工夫，表記について記述中，記述後に推考させる。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 内容と方法

(1) 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する基

本構想の立案（文献法）

(2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察（質問紙法）

(3) 取材・構成・記述の指導段階に推考を取り入れた指導についての手だての試案の作成（文

献法）

(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践，質問紙法，記録法）

(5) 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する研

究のまとめ
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２ 授業実践の対象

一関市立猿沢小学校 第３学年 １学級 （男子13名 女子11名 計24名）

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する基本

構想

(1) 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する基

本的な考え方

ア 相手や目的に応じて文章を書く力とは

「相手や目的に応じて文章を書く」とは，書く相手や目的に応じて，事柄ごとに内容を整

理したり段落相互の関係を工夫したりして読み手を意識しながら文章を書くことと考える。

「事柄ごとに内容を整理する」とは，相手や目的に応じて，自分の考えが明確になるように

材料の収集を行い，さらに集めた情報を目的に照らして書く必要がある事柄かどうか考えた

りさらに詳しくするために情報を収集したりすることである。「段落相互の関係を工夫する」

とは，事柄ごとに整理した内容のまとまりを意識して区切ったり内容の軽重や順序を考えた

り自分の考えを明確にするために工夫することである。

相手や目的に応じて文章を書く力とは，「事柄を整理する力」「段落構成を考える力」「表

記に気を付けて書く力」の三つで構成されると考える。「事柄を整理する力」とは，書こう

とする事柄が伝わるように，材料の収集を行い，目的に照らして書く必要があるか考えたり

さらに詳しくするための情報を収集したりすることである。「段落構成を考える力」とは，

事柄のまとまりを意識し段落や段落相互の関係について考えることである。「表記に気を付

けて書く力」とは，「事柄を整理する力」「段落構成を考える力」の目標を理解した上で，

行の改め方や接続語の工夫，表記について気を付けて相手や目的に応じて文章を書くことで

ある。本研究の構成要素をまとめた内容は，【表１】のとおりである。

以上のことから，本研究の目指す児童像を「書く相手や目的に応じて，各段階の目標を理

解た上で文章を書き，推考の観点に沿って読み返し自らのよさに気付き，よさを活かしなが

ら間違いを正すことができる」とする。

イ 相手や目的に応じて文章を書く力を育てることの意義

小学校「書くこと」領域の学習指導では，「相手や目的に応じて，必要な事柄を集めたり

選択したりして内容や文章を構成する能力の育成」が求められている。また，中学年では，

「段落相互の関係などを工夫して文章を書く」能力を育成し，「適切に表現しようとする態

度」を育てることが求められている。「段落相互の関係などを工夫して文章を書く」ために

は，事柄ごとに書く内容を整理したり段落と段落との続き方に注意したりして書くことがで

きるよう指導することが大切である。「適切に表現しようとする態度」とは，相手や目的に

【表１】相手や目的に応じて文章を書く力の構成要素
構成要素 内容

事柄を整理する力
書こうとする事柄が伝わるように，材料の収集を行い，目的に照らして
書く必要があるか考えたりさらに詳しくするための情報を収集したりす
ること

段落構成を考える力 事柄のまとまりを意識し段落や段落相互の関係について考えること

表記に気を付けて書く力 取材・構成段階の目標を理解した上で，行の改め方や接続語の工夫，表
記について気を付けて，相手や目的に応じた文章を書くこと
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応じて書くことであり，適切な表現になっているか確かめたりさらに工夫したりする態度の

ことである。これらの力を身に付けるためは，各段階において相手や目的に応じた文章にな

っているか振り返る活動を工夫し，事柄ごとに書く内容を整理したり段落相互の関係を工夫

して文章を書いたりする力を付けることが重要である。「相手や目的に応じて文章を書く力」

が身に付けば，「書くこと」で相手に伝える喜びを得たり文脈の通った文章を書いたりでき

るという点で意義がある。

(2) 取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れる意義

ア 推考について

推考の考え方について，吉田(1984)は，「『取材→構想（構成）→記述→推敲』という指導過

程を直線的，羅列的に考えると，推敲は最後にくる。文章を書き上げた後での推敲を考えると，

批正や添削とまったく同義語となってしまう。推敲をあえて推考とする立場に立つと，取材し

直し，考え直し，書き直すという，繰り返し良いものを求めるという柔軟な機能が重視される」

としている。本研究では，吉田の考え方を基に，推考を記述後に行われる語句や表現を見直す

だけでなく，それぞれの段階の中で示される推考の観点を基に自ら学習活動を振り返り，よさ

に気付いたり間違いを正したりしながら目標を達成し次の段階に進むための活動ととらえた。

イ 取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れること

表現の指導過程は，戦前，戦後とさまざまな変遷をたどってきた。今日では表現の指導過程

といえば，一般に考えられるのが，「取材→構想（構成）→記述→推敲」といった段階である。

この表現の指導過程を形式的，画一的に取り入れて指導することによりさまざまな課題も挙げ

られている。たとえば，段階ごとに取材用紙や構成用紙などを利用して丁寧な手順と方法を踏

むことは児童の能力を高めるために必要である。しかし，段階ごとの指導が教師主導で行われ

たり目標が明確でなかったりするために，記述段階において児童に疲れが見えてしまいがちで

ある。また，作文学習といえば，児童たちが「ああ，またあれか。」と言った具合に，取材用

紙や構成用紙などを形式的な手順として思い浮かべてしまうこともある。これは，各段階指導

に問題があるのではなく，各段階で児童の思考に寄り添った指導がなされていなかったためと

考えられる。児童が，目的を持って課題に取り組み各段階の目標を達成し，文章がよりよくな

っていると実感して学習を進めるならば，表現の指導過程は形式化，画一化されたものにはな

らないだろう。そこで，児童の思考に寄り添い，目標を確かめながら学習を進められる指導展

開として取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れたい。各段階に推考の時間を位置付ける

ことで，各段階の目標を推考の観点と照らして，繰り返し自己の活動を振り返ることができる

と考えた。このことによって，段階ごとに集めた情報の適切な選択が行われているか確かめた

り段落構成や段落相互の関係を確かめたりすることが意識的にできる。児童は，目標に沿った

よい文章になっていると実感しながら学習が進められるという点で意義がある。

(3) 取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れた学習指導の展開

ア 取材段階における推考

取材段階における自己推考・相互推考の観点は，４頁【表２】のとおりである。
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＜相互推考カード＞

取材段階の相互推考を行うときに記述するカードである。

イ 構成段階における推考

三段落構成と中段落における形式段落の推考を行う。この段階では，自己推考のみを行うこ

ととする。構成段階における自己推考の観点は，【表３】のとおりである。

＜構成の手引き＞

構成段階における自己推考で用いる三段落構成「はじめ・中・終わり」の役割や段落相互の

かかわりについて示した手引きである。児童には，＜たしかめカード①＞として提示する。

ウ 記述段階における推考

記述段階における自己推考・相互推考の観点は，【表４】のとおりである。

＜表記の手引き＞

記述段階における自己推考で用いる既習の言語事項（拗音・促音・助詞・接続詞）の中から，

誤り易い表記を取り上げ記載した手引きである。児童には，＜たしかめカード②＞として提

示する。

エ 各段階における振り返り

＜学習カード＞

取材・構成・記述の段階の推考活動が読み手や書く目的に応じて，各段階の目標を理解して

行われていることを振り返るために記述させるカードである。

(4) 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する基本

構想図

これまで述べてきたことを基に，小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く

力を育てる学習指導に関する基本構想図を，５頁【図１】のように作成した。

【表２】取材段階における自己推考・相互推考の観点
自己推考の観点 相互推考の観点

○書く目的に合った材料の取捨選択をする ○各班(４人)でそれぞれの取材カードに対し，

○分からない言葉の意味の確認をする ①詳しくするところ②選ばないところ③よ

○付記・取捨選択した内容を確認する いところについて相互推考カードに記述し

その後，口答で理由などを伝える

【表３】構成段階における自己推考の観点
自己推考の観点

○はじめの段落は，自分の調べた内容について，読み手に紹介する一文があること，問いかけ

の文があることを確認する

○終わりの段落は，「このように」の指示語を使って調べたことを一文でまとめていること，

自分の調べたことから分かったことや思ったこと，伝えたことが書かれているか確認する

○中段落は，形式段落を並べる順番について理由を明らかにする

○適切な接続語による段落のつながりであることを確認する

【表４】記述段階における自己推考・相互推考の観点

自己推考の観点 相互推考の観点

○主語述語の関係を読み直し，確認する ○記述の確認をする

○誤字・脱字・句読点に気を付けて読み直す 各班(４人)で誤字・助詞・脱字・句読点な

○相互推考後，指摘された誤りを直す どの誤りを伝える



- ５ -

児童の実態 指導の実態
相手や目的に応じた情報 各段階で相手や目的に応
収集が行われないまま， じた活動になっているか
段落構成を十分考えず記 確かめさせたり，間違い
述している を正したりさせることが

行われていなかった

＜構成要素＞ ＜学習活動＞ ＜指導の手だて＞

・内容を理解し学習の
見通しを持つ

・調べ方を理解する
・調べる内容を決める

る

取材
調べる内容に応じた
材料を集める

構成
三段落構成と段落相
互の関係について理
解し文を組み立てる

記述
相手や目的を意識し
確かめながら記述す
る

・発表会をする
・作品の交流をする

＜相手や目的に応じて文章を書く力が育まれた児童の姿＞

【図１】 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する
基本構想図

取材段階の推考
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＜構成の手引き＞
＜学習カード＞
自己推考

記述段階の推考

○主語述語の関係
○接続語の工夫
○誤字・脱字・句読点
＜表記の手引き＞
＜学習カード＞
自己推考・相互推考

書く相手や目的に応じて，各段階の目標を理解した上で文章を書き，推考の観点に沿
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２ 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察

(1) 実態調査の目的と内容

手だての試案を作成するに当たって，児童の国語の学習における文章を書く活動に関する実態

を把握するために，次のような目的と内容で調査紙を作成し，７月24日に実態調査を行った。

ア 調査の目的

この調査の目的は，国語科における書く活動の実態を把握し，その問題点や課題を明らかに

して，取材・構成・記述の段階に推考を位置付けた学習指導についての手だての試案作成に必

要な資料を得ることである。

イ 調査の対象

一関市立猿沢小学校 第３学年 １学級 （男子13名 女子11名 計24名）

ウ 調査の内容

実態調査の観点及び設問の内容は【表５】のとおりである。

(2) 調査結果の分析と考察

【図２】は，推敲の有無について，

実態調査した結果である。読み直しを

「いつもする」は６名，「ときどきする」

は16名と計22名が読み直しを行ってい

る。「まったくしない」は，２名である。

このことから学級の90％以上の児童が

意識的に推敲を行っていることが分か

る。

【図３】は，設問１で読み直しを「い

つもする」「ときどきする」と答えた児

童にどんなことに気を付けているか調

査した結果である。読み直しをすると

きに気を付けていることは，「句読点を

見直す」16名，「習った漢字に直す」14

名，「順序を見直す」10名，「内容を書

き足す」７名，その他は，「丁寧に書け

ているか見直す」「言葉の使い方がまち

がっていないか見直す」「字が抜けてい

ないか見直す」それぞれ，１名ずつと

なっている。このことから，児童が推敲するときには，習った漢字を使おうと気を付けたり句

読点に気を付けて読み直していることが分かる。

【表５】実態調査の観点と設問内容

調査の観点 設問番号 設問内容

○作文を読み直す（推敲）活動に関わる実態 １ ・作文を書き終わったとき読み直しをしているか

推敲の有無・推敲するときに気を付けてい ２ ・読み直すときにどんなことに気を付けているか

ること・推敲をしない理由 ３ ・作文を読み直さない理由は何か

【図２】推敲の有無

【図３】推敲で意識していること

設問１ 作文を書き終わったとき読み直しをしますか

0

5

10

15

20

６

16

２

Ｎ＝２４（単位：人）

いつも読み直しをする　　

ときどき読み直しをする　

まったく読み直しをしない

設問２ 読み直すときにどんなことに気を付けていますか

0

5

10

15

20

１４

１０

７

３

習った漢字に直す　　　

順序を見直す　　　　　

内容を書き足す　　　　

句読点を見直す　　　　

その他　　　　　　　　

複数回答　Ｎ＝２４（単位：人）

１６
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「推敲をしない」と答えた児童 は２名であ

った。その理由を調査した結果が【表６】

である。「読み直す時間がないから」「読み

直しても直し方が分からないから」と回答

している。推敲しない児童は，推敲の時間

がたりない，推敲のやり方が分からないことが分かる。

このことから，多くの児童が読み直してよりよい文にしたい意欲は持ってはいるが，読み直し

の視点は，表記に関することに重点が置かれていることが分かる。

(3) 実態調査から明らかになった問題点と課題

実態調査の分析から明らかになったことを整理し，その要因をとらえることによって，課題を

明らかにする。

ア 実態調査の分析から明らかになった問題点

90％以上の児童が推敲をおこなっているが，推敲を行うに当たっては段落構成よりも表記に

関する見直しの方に重点が置かれている。

イ 要因

多くの児童が推敲を行っているものの，表記に関することが推敲の中心になっている。これ

は，これまでの推敲が記述後に位置付けられることが多く，指導も表記に関することに偏りが

ちであった。順序や内容の指導は，教師の添削指導等が中心で児童が主体的に推敲する機会が

少なかったと考えられる。

ウ 課題

推考では，表記に関することだけでなく，内容の選択や段落構成についても見直しをさせる

ために，教師が指導過程に見直しの観点を明確にした推考を位置付ける必要がある。

３ 取材・構成・記述の指導段階に推考を取り入れた指導についての手だての試案の作成

(1) 手だての試案作成の観点

基本構想及び実態調査の分析・考察より明らかになったことを考慮して，以下の観点から，取

材・構成・記述の段階に推考を取り入れた手だての試案を作成していくことにする。

ア 見直しの観点を明確にした推考活動の工夫

イ 内容の選択や段落構成に意識を向けた推考活動を行う工夫

(2) 手だての試案

手だての試案作成の観点を基に，取材・構成・記述の段階に推考を取り入れた学習活動の指導

上の留意点を以下のように考える。

ア 意欲的・意識的に取り組ませる工夫

各段階における推考の観点を明らかにし，自己・相互推考に取り組むことによって読み手や

目的に応じた文章になっていくことを実感させる。

イ 内容の選択や段落構成を意識した推考活動

三段落構成の文章について理解させ，＜構成の手引き＞を基に，構成段階において各段落の

役割の意識付けを行う。

これまで述べてきたことを基に，取材・構成・記述の段階に推考を取り入れた学習活動を取り入

れた手だての試案を８頁【図４】のように作成した。

【表６】推敲をしない理由

設問３ 作文を読み直さない理由は何ですか
児童の回答 人数

ア 読み直す時間がないから １
ウ 読み直しても直し方が分からないから １
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段階・目標 学習活動 推考の観点

取材

・伝えるために必要

な材料を集めるこ

とができる

構成

・中段落の形式段落

の順番を考えるこ

とができる

・中段落の形式段落

を考えた接続語を

選ぶことができる

・はじめ・終わりの

段落を書くことが

できる

・段落の構成を考え

ることができる

記述

・接続語，表記を考

えながら文章を書

くことができる

【図４】 取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れた手だての試案

○各段落の役割を理解し全体の

つながりを考える

○はじめの段落を書く

○終わりの段落を書く

○三段落構成の説明文を完成さ

せる

☆相互推考の観点

・改行・接続語

・誤字・脱字・句読点

＜表記の手引き＞＜学習カード＞

☆調べたい内容と取材内容を照ら

し合わせる

☆分からない言葉を調べる

☆相互推考の観点

・詳しくするところ

・選ばないところ

・よいところ

☆付記・取捨選択する内容の確認

＜相互推考カード＞＜学習カード＞

○調べたい内容を探し，取材カ

ードに書く

○相互推考を基に，取材カード

から必要な材料を選び取った

り詳しくしたりする

はじめの段落

☆調べた内容について、読み手に紹

介する一文があるか

☆問いかけの文があるか

終わりの段落

☆「このように」の指示語を使い調

べたことを一文でまとめているか

☆自分の調べたことから分かったこ

とや思ったこと伝えたいことが書

かれているか

＜構成の手引き＞＜学習カード＞

○取材カードを必要なところだ

け切り取り構成プリントに中

段落の順番を考えてはる

☆中段落の形式段落の順番の理由を

明らかにする

・時間的な経過

・一般的なことから特別なこと

・伝えたいことの効果的な順番

☆適切な接続語か

＜構成の手引き＞＜学習カード＞
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(3) 検証計画

ア 検証計画

授業実践をとおして相手や目的に応じて文章を書く力についての状況をとらえ，その結果

により，手だての試案の有効性，仮説の妥当性について分析し，考察する。【表７】は検証

内容と方法及び処理・解釈の方法を示したものである。【表８】は各段階における実現状況

を見取るための観点であり，構成要素「事柄を整理する力」「段落構成を考える力」「表記に

気を付けて書く力」が実現できているかを把握するために用いる。

【表７】相手や目的に応じた文章を書く力の検証計画

検証項目 検証内容 検証方法 処理・解釈の方法

相手や目的 ・事柄を整理する力 ・授業実践の事前事後にテ ・t 検定（平均の差の検
に応じて文 ・段落構成を考える力 ストを行い，結果を比較 定）を行い検証する

章を書く力 ・表記に気を付けて書く力 する

の育成状況

各段階にお ・事柄を整理する力 ・相互推考カード，取材カ ・学習の様子や活動から

ける相手や （取材段階） ード，学習カードの記述 【表８】の見取るため

目的に応じ により実現状況をみる の観点に基づいて，授

て文章を書 ・段落構成を考える力 ・構成プリント（はじめ・ 業記録を分析し，各段

く力の実現 （構成段階） 中・終わりの段落），学 階の学習活動における

状況 習カードの記述により実 学習の様子の変容をと

現状況をみる らえて考察する

・表記に気を付けて書く力 ・説明文，学習カードの記

（記述段階） 述から実現状況をみる

【表８】「食べ物はかせになろう」の各段階における実現状況を見取るための観点

段階・構成要素 学習内容 実現状況を見取るための観点

取材 ・伝えるために必要な材料を集め ・書く目的と取材内容の照応

事柄を整理する る ・付記・適切な取材内容の取捨選択

力

構成 ・中（説明）段落の順番を考える ・中（説明）段落の順番の理由の明確化

段落構成を考え ・全体のつながりを考える ・適切な接続語の確認

る力

・はじめの段落・終わりの段落を ・取材内容を読み手に紹介する一文

書く ・問いかけの文

・段落の構成を考える ・「このように」の指示語を使って取材

内容をまとめた一文

・取材内容から分かったことや思ったこ

と伝えたいことが書かれている一文

記述 ・接続語，表記を考えながら書く ・表記の正しい記述

表記に気を付け 改行・接続語・誤字・脱字・句読点

て書く力

４ 授業実践及び実践結果の分析と考察

(1) 取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れた授業実践の概要

ア 授業実践の計画

(ｱ) 対象 一関市立猿沢小学校 第３学年 １学級 （男子13名 女子11名 計24名）

(ｲ) 授業実践期間 平成19年８月30日～９月19日

(ｳ) 指導計画 単元 「大事なことをたしかめよう」

教材名「食べ物はかせになろう・本で調べる」・・・11時間

（10頁【資料１】参照）
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【資料１】指導計画 単元「大事なことをたしかめよう」

教材名「食べ物はかせになろう・本で調べる」（11時間）

時 学習指導目標 学習活動 推考の観点

１・書く目的を理解し，学習の見通しを○「食べ物はかせになろう」を読
持つことができる み学習の内容を理解して見通し

を持ち４年生に読んでもらうこ
とと学級で読み合うことを知る

２・本の探し方や調べ方を理解できる ○「本で調べる」を読み，本の探
し方や調べ方を理解する
○例題を使い調べる

３・調べることを決めることができる ○誰に何を伝えたいのかを明確に
して調べたい食べ物と調べる内
容を決める

４・伝えるために必要な材料を集め，取○調べたい内容を探し，取材カー☆調べたい食べ物と取材内容を照らし
・ 材内容を自己推考，相互推考によっ ドに書く 合わせる
５ て取捨選択することができる ○取材カードから必要な材料を選 ☆分からない言葉を調べる

ぶ ☆相互推考の観点
・詳しくするところ
・選ばないところ
・よいところ
☆付記・取捨選択する内容の確認

６・中段落の形式段落の順番を考えるこ○取材カードから必要な所だけ切☆中段落の形式段落の順番の理由を明
とができる り取り中段落の形式段落の順番 らかにする
・中段落の形式段落のつながりを考え を考え，構成プリントに順番を・時間的な経過
た接続語を選ぶことができる 考えてはる ・一般的なことから特別なこと

・伝えたいことの効果的な順番
☆適切な接続語を選べたか

７・はじめ・終わりの段落を構成の手引○はじめの段落を書く ☆はじめの段落
きを基に自己推考することができる ○終わりの段落を書く ・調べた食べ物の取材内容について，
・段落の構成を考えことができる 読み手に紹介する一文があるか

・問いかけの文があるか
☆終わりの段落
・「このように」の指示語を使って調べ
たことを一文でまとめているか
・調べた食べ物の取材内容から分かっ
たこと思ったこと伝えたいことが書
かれているか
＜構成の手引き＞

８・表記の手引きを基に説明文を完成さ○三段落構成の説明文を書く ☆相互推考観点
せることができる ・改行・接続語

・誤字・脱字・句読点の適切さ
９・読み手を考え清書することができる ○読み手を考え清書する

10 ・お互いの説明文を読み合いよいとこ○お互いの説明文を読み合う
ろを学び合うことができる

11 ・単元の学習を振り返ることができる ○単元の学習のまとめをする

は，推考を取り入れた授業時間を表す。
イ 授業実践の概要

手だての試案に基づいて作成した指導展開案に従い，授業実践を行った。授業実践の概要は11～
14頁【資料２】～【資料５】に示したとおりである。
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【資料２】 取材段階に推考を取り入れた授業実践の概要（４・５時間／11時間）

＜本時の目標＞ 伝えるために必要な材料を集め，取材内容を個人推考，相互推考によって取捨選択することができる

段 取材段階における推考
階 学習活動

導 １ 本時の学習課

入 題を把握する

展 ２ 調べたいこと

開 を図書資料から

探し，取材カー

ドに書く

３ 取材カードか

ら必要な材料を

選び取る

○相互推考（詳し

くするところ・

選択しない方が

よいところ・よ

いところの三点

について推考）

○相互推考を受け

自己推考する

・書くための必要

な材料を決める

・説明が不足して

いた内容につい

て再度調べ書き

足す

・難しい言葉や分

からない言葉を

調べる

終 ４ 学習を振り返

末 る

５ 次時の学習内

＜授業の様子＞

・各班４人で相互推考を行った。３人から推考カードをもらった後，詳しくした方がよい理由や選ばない方がよい理由を口答で

伝え合った。自己推考するときには，自分で理由を確認しながら○×で取捨選択をすることができた。

・相互推考後，中段落に記述した方がよい取材内容を選択しなかった児童が３名いた。そこで，選ばない理由を調べる内容に合

わせて班ごとに話し合わせた。その結果，別の取材内容と合わせて一つのまとまりの文にしたり選択し直したりした。

・一言欄には，よかったことを中心に記述するよう指示した。そのため，推考によって結果的に選択されない取材内容であって

も，「初めて知って驚いた。」などプラスの振り返りが記述されていた。

教師の働きかけ 児童の反応

索引や目次で自分の調べる内容を探し，、見つかったら取材プリントに書きましょう。種類・栄養

などまとまりごとに書きます。

３番は、オレンジの栄養じゃなくて種類だから選

ばない方がいいよ。

１番（ビタミンC）２番（フラボノイド）５
番（カロチン）を詳しくするといいよ。

相互推考カードの記入

話し合いにによる相互推考

どのようなことに気を付けて取材活動をしましたか。

栄養の効果をしっかり調べて書いた。みんなに知ってほしいことを書いた。大事なことを抜き取っ

た。自分だけでなく他の人にも分かるように書き込んだ。

今日は、中段落の

所に書く材料を集

めるんだな。

すがたをかえる大豆で、はじめ・中・終わり、三つの段落で

できている説明文の学習をしました。今日は、中段落の材料を

集めます。昨日決めたことに合わせて調べましょう。

本からの取材

バンペイユと言う

ミカンの種類につ

いても調べたが，

書く内容として

は，選択しなかっ

た。3．4番に×を
付ける。

三つの栄養について

ビタミンの栄養につ

いて詳しく書いてあ

る本から調べて書き

足した。

オレンジには，いろ

いろな種類があるん

だな。22種類もある
よ。ミカンもオレン

ジの仲間なんだ。

書く材料を集めよう
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【資料３】 構成段階に推考を取り入れた授業実践の概要（６時間／11時間）

＜本時の目標＞ 取材した内容を理由を考えながら並べ、中段落を構成することができる。

段 構成段階における推考
階

学習活動

導 １ 本時の学習課

入 題を把握する

展 ２ 中段落の順番

開 を考える

○切り取ってはる

○音読して文のつ

ながりを確かめ

る

○正しい接続語を

選ぶ

終 ３ 学習を振り返

末 る

４ 次時の学習内

容を知る

＜授業の様子＞

・取材カードから必要な取材を切り取り、順番を考えながら構成プリントの中段落にはり付けた。はったりはがしたりできる糊

なのでやり直しを恐れずに活動することができた。学習カードには、23人が中段落の順番の理由を記入することができた。

無答の児童１名は、理由を記入することはできなかったが，構成プリントには、種類→栽培されている種類→日本で栽培され

て種類というように，適切な順番で並べることができていた。

教師の働きかけ 児童の反応

取材プリントは、三段落のどの段落ですか。

「すがたをかえる大豆」では、大豆の食べ方を簡単

な食べ方から手の加えた食べ方の順番で書いていま

す。このように、簡単なことから難しい順番にする

と読みやすくなります。また、時間の順番で書くと

分かりやすい内容もあります。その他に、読み手を

考え伝えたい順番工夫して書くという方法もありま

す。相手に伝わりやすい中段落の順番を考えましょ

う。

どのような中段落の順番にしましたか。

知っていたことからめずらしい順番にならべました。相手が分かりやすいように、教えたい順に並べま

した。栄養の多い順に並べました。時間の順番に並べました。

「はじめに」にしよう。

「次に」「次のは」どっ

ちにしようかな。

「今度のは、少し

変わっていま

す。」

めずらしい白と赤のオクラを

さいごにならべるといいね。

いつも食べている緑で☆形のオクラを一番に

並べよう。次は７角、１０角と並べよう。

私の取材カードは、どんな順番で並べれば相手に伝わ

りやすいのかな。

中段落です。

一度順番を決めたら読んでみましょう。もっと良い並べ方があったら並べ直しましょう。

「さいごに」２つあるか

ら、「色の違うオクラで

す。」も書き足そう。

簡単なところから

並べるんだね。

たしかめカード①

取材カードをつなぐ接続語を書きましょう。

中段落の順番を考え，文章を組み立てよう
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【資料４】 構成段階に推考を取り入れた授業実践の概要（７時間／11時間）

＜本時の目標＞ 段落の構成を考えながら，はじめ・終わりの段落を構成の手引き等を基にして記述し，個人推考することが

できる。

段
学習活動

構成段階における推考
階

導 １ 本時の学習課

入 題を把握する

展 ２ はじめの段落

開 を書く

○自己推考（問い

かけの文，調べ

たことをまとめ

た文2点につい

て推考）

３ 終わりの段落

を書く

○自己推考（「こ

のように」を使

った調べたこと

をまとめた文・

分かったこと，

思ったこと，伝

えたいことの一

文の推考）

今日は、はじめと終わ

りの所を書くんだな。

昨日までは、中段落に書くことを調べたり順番を決めたりしました。

今日は、はじめの段落と終わりの段落を書きます。

はじめの段落には、どのような事が書かれてありますか。

例文のはじめの段落に、書かれていない文は何でしょう。考えて書き足してあげましょう。

誘ったり呼びかけたり

する文があると読みた

くなるよね。

中段落（黄色）を

まとめて紹介する

といいんだね。

牛乳をみん

なも飲むよう

になるとい

いな。

問いかけの文。「分かりますか。」「で

しょうか。」など誰かに聞くような文。

問いかけの文がな

いよ。

どのような食品がある

か知っていますか。

調べたことをまとめた文。題名について

説明している文。

終わりの段落は、中段落を受けて調べたことから分かったことや思ったこと伝えたいことなどを

まとめています。「このように」という接続語を使って終わりの段落を書きましょう。

みんなに，牛

乳のよさが伝

わるといい

な。だから，

給食に毎日出

るんだね。

たしかめカード①

教師の働きかけ 児童の反応

①

段落の役割を考えてはじめ・終わりの段落を書こう



- 14 -

終 ４ 学習を振り返

末 る

５ 次時の学習内

容を知る

＜授業の様子＞

・はじめの段落では，読みたくなるような文になるために，問いかけの文「～でしょうか。～しょう。」を入れようと意欲的に取

り組んだ。問いかけの文を書き出しに入れたり二か所に取り入れたりする工夫が見られた。中段落を紹介する文も一文にまと

めて全員が記述した。

・指示語「このように」は23名，終わりの段落の書き出しとして使用した。自分は中段落に何を書いているのか。読み手に伝え

たいことは何か。分かったことは何かを確認しながら書き進めていた。はじめの段落と比べ，書き進めるのに時間が掛かった。

【資料５】 記述段階に推考を取り入れた授業実践の概要（８・９時間／11時間）

＜本時の目標＞ 表記の手引きを基に説明文を完成することができる。

段
学習活動

記述段階における推考
階

導 １ 本時の学習課
入 題を把握する

・
展 ２ 三段落構成の

開 説明文を書く

○段落や接続語，

表記を考えなが

ら説明文を書く

○音読して文を確

かめる

○相互推考を行う

○自己推考を行う

３ 清書する

終 ４ 学習を振り返
末 る
５ 次時の学習内
容を知る

＜授業の様子＞
・丁寧に書こうと意識して取り組む児童が多かった。一文書いたら読み直す児童もあれば，一気に書いてから読み直す児童など

さまざまであったが，表記についても間違いがないように意識して書こうとしていた。

・相互推考は，書き終わりの時間がばらばらだったので，班の中で終わった人から交換して読み合った。表記の間違いや漢字を

使った方が良い所には，右横に赤線を引き，後は自分で直すこととしたので教科書や辞書で漢字を調べる児童が多く見られた。

また，表記の推考の他に読んだ感想を付箋紙に書いて良さを認め合った。

＜はじめの段落＞問いかけの文をはじめに書いて読む人が読みたくなるようにした。相手に知ってほし

いことをまとめて書いた。～しょうか。～しましょう。など問いかけの文をいれた。＜終わりの段落＞

自分が調べて良かったことを書いた。中段落の内容に合わせて書いた。くりを使った料理を紹介した。

どのようなことに気を付けてはじめの段落・終わりの段落を書きましたか。

構成プリントを見ながら説明文を完成させます。。たしかめカード見て，間違えやすい言葉の使

い方や文の終わりなどに気を付け，確かめながら書き進めましょう。

教師の働きかけ 児童の反応

たしかめカードで確認をしながら

書きすすめる児童

みんなに分かりやすいように段落（一ます空け）に気を付けた。字をきれいに書いて相手に分かりや

すくした。読み直して字を間違えないように気を付けた。

間違いや

直した方

がよいと

ころの右

側に赤線

を引きま

しょう。

どのようなことに気を付けて説明文を書きましたか。

「たべずらい」「食べる」は，すぐ

漢字に直すことができたが，「ずら

い」はそのままにしたらとなりの男

の子に「つに点点だよ。」と教えて

もらい，正しく直す。

班の友だちから字がきれいだとほめても

いうれしそう。

たしかめカード②

説明文を完成させよう

丁寧な字で

書きたいで

す。「は，

を，へ」に

気を付けま

す。漢字を

使います。

一ます下げ

を気を付け

ます。
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(2) 実践結果の分析と考察

授業実践をとおして手だての試案の有効性をみるために 「相手や目的に応じて文章を書く力」，

の三つの構成要素「事柄を整理する力 「段落構成を考える力 「表記に気を付けて書く力」につ」 」

いて分析し，考察を行った。また，授業実践の前後に同一問題でテストを実施し，その結果をｔ

検定によって比較し，三つの構成要素それぞれの育成状況をとらえた。

以下は 「相手や目的に応じて文章を書く力」における三つの構成要素の育成状況及び実現状，

況である。

ア 事柄を整理する力の育成状況と実現状況 （４・５時間／11時間）

事柄を整理する力の育成状況を明らかにするために，事前テストと事後テストを行った。こ

の結果から有意差が認められた。そのｔ検定の結果を示したものが【表９】である。

【図５】は，９頁の【表８】の「食

べ物はかせになろう」における取材段

階の実現状況を見取るための観点に基

づき，相互推考前と相互推考後に事柄

を整理する力を比較した結果である。

児童の取材カードを見ると，調べる食

べ物の内容と異なることを書いていた

り栄養や品種の名前だけを書き説明が

不十分だったりする児童が16名（67.0

） 。 ， ，％ いた しかし 展開の終わりには

23名（95.8％）の児童が伝えるために

必要な材料を集めることができた。こ

の実現状況の変化は，展開において，

調べて記述したお互いの取材カードを

班ごとに，詳しくするところ・選ばな

いところ・よいところの三つの観点で

推考カードに記述したり口答で伝え合

ったりする相互推考をさせたことによ

る。このことで，児童は，自分が調べる内容や，詳しくするところについて確認できたと考え

る。また，友達の取材カードを三つの観点で推考したことは，自分の取材内容を振り返ること

になり，相互推考を受けた後の自己推考で適切な内容を取捨選択したり詳しくしたりできたこ

とにつながった。学習カードの「みんなと読み合って教え合いました。ぼくは，六個教えて，

六個教えてもらいました。よいことも書いてもらってよかったです 「みんなで，力を合わせ。」

て工夫するところを考えました。次もよい文になるように考えます。みんなに，よいことを言

われてうれしかったです 」などの記述からも相互推考によってお互いが教え認め合うことで，。

。 ，本時の活動に達成感をもつことができ次時の活動の意欲へとつながったことが分かる 児童は

これらの活動により，伝えるために必要な材料を選んだり詳しくしたりすることができた。

実現できなかった児童１名は，育て方を調べるべきところを品種中心に取材していた。個別

指導を行い，調べたい内容を再度確認させた後，調べていた本の目次から育て方を探した。記

述内容を一緒に読みながら，必要なところにサイドラインを引き，必要な材料を集めた。時間

0% 50% 100%

相互推考前

相互推考後

(33.0%)

(95.8%)

(67.0%)

(4.2%)

実現している 実現していない

Ｎ＝２４

【図５】相互推考前後の事柄を整理する力にかかわる比較

Ｎ＝24

検証内容 相関 ｔ 有意差
事前テスト 事後テスト

値
平均点 平均点標準 標準

偏差 偏差 計数

＊
事柄を 2.88 1.08 3.54 0.78 0.45 3.24
整理する力

注 1 前テストは８月30日，事後テストは９月19日に実施した〔 〕

2 有意差の欄の＊は，ｔ検定において有意水準５％で有意

差があることを示す

3 設問は２問で，１問に２つ解答し,１問につき 点の 点1 4
満点とした

4 ｔ検定に用いた公式は次の示すとおりである

Ｘ とＸ は事前と事後の平均１ ２

Ｓ とＳ は事前と事後の標準偏差１ ２

ｒは相関係数

ｎは人数を表す

ｔ＝
Ｓ１２＋Ｓ２２－２ｒＳ１Ｓ２

ｎ－１

Ｘ１－Ｘ２

【表９】事柄を整理する力の育成状況



- -16

内に終わることができなかったが，調べる食べ物の内容に沿って調べることについての理解はで

きたものと考える。

相互推考後，適切に取材内容を選択していない児童が３名いた。そこで，選択しない理由を班

ごとに再度話し合わせた。その結果，別の取材内容と合わせて一文にしたり選び直したりした。

相互推考時に留意することは，安易な取捨選択をさせないことである。友達の考えを大切にしな

がらも，常に取材内容の取捨選択の理由をフィードバックさせることが必要である。

これらのことから，取材段階において，伝えるために必要な材料を集め事柄を整理することにつ

いて理解させることができた。すなわち，事柄を整理する力は育成されたと考える。

イ 段落構成を考える力の育成状況と実現状況 （６・７時間／11時間）

段落構成を考える力の育成状況を明らかにするために，事前テストと事後テストを行った。この

結果から有意差が認められた。そのｔ検定の結果を示したものが【表10】である。

本テストの児童の育成状況を見ると，１・３・４・５番は事前，事後テストともにおおむね良好

， ， 。 ， ，な結果であったが ２番の問題については 特定の児童の誤答が目立った これは ２番の問題が

広範囲の読み取りを必要とする問題であり，全体的な読み取りが浅い児童にとって難しい問題だっ

たためと思われる。しかし，ｔ検定の結果に示されたとおり，全体的には期待した変容が見られた

と考える。

９頁【表８】の「食べ物はかせ

になろう」における構成段階の実

現状況を見取るための観点に基づ

き，段落構成を考える力の実現状

況を各段落ごとに分析した結果で

ある 【図６】は，はじめの段落。

における実現状況である 「みな。

さんが食べているオクラには，い

ろいろな栄養がふくまれていま

。」「 ，す わたしの大すきなメロンが

どのように育てられているかをこ

れからしょうかいします 」のような取材内容をまとめた一文については，24名（100％)の児童が。

書くことができた 「みなさん，イチゴには，どれくらいのしゅるいがあると思いますか 「みな。 。」

さんは，スイカがどこで多く育てられているか知っていますか 」のような問いかけの文について。

は，20名（83.3％）の児童が書くことができた。このことは，導入時に，はじめの段落の役割とし

て，取材内容をまとめた一文と読み手とのかかわり合いを大切にする問いかけの文を示し，目指す

。 ， 「 」べき文例を明確に示したことによる また はじめの段落の既習内容をまとめた たしかめカード

も参考にしながら，展開時に示したはじめの段落の文例を目指して，試行錯誤しながら書くことが

できた。問いかけの文を書かなかった児童４名が，読み手とかかわろうとする意欲を持っていたこ

とは，学習カードの「どのようなことに気を付けてはじめの段落を書きましたか」の問いかけに，

「相手に伝えることに気を付けた 「相手が読みやすいように書いた 」と記述していることから。」 。

分かる。しかし 「ぼくが調べたことは，～です 「～には， ～があります 」というような文末， 。」 。

になってしまった。これは，導入時に行われた問いかけの文やたしかめカードの提示が理解に留ま

り，自分の文章に活かすまでは至らなかったためと思われる。本時においては，導入時に文例を提

0% 50% 100%

(100.0%)

(83.3%)

(0.0%)

(16.7%)

実現している

実現していない
問いかけの文

取材内容をまとめた

Ｎ＝２４

一文

図６】段落構成を考える力・はじめの段落にかかわる実現状況【

24Ｎ ＝

検 証 内 容 相 関 ｔ 有 意 差
事 前 テ ス ト 事 後 テ ス ト

係 数 値平 均 点 平 均 点
標 準 標 準

偏 差 偏 差

＊段 落 構 成 を 4.12 0.22 4.50 0.18 0.72 2.14
考 え る 力

[注 ]１ ， ２ ， ４ に つ い て は 【 表 ６ 】 と 同 じ で あ る

３ 設 問 は ５ 問 で ， １ 問 に つ き １ 点 の ５ 点 満 点 と し た

【表10】段落構成を考える力の育成状況
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示し，たしかめカードで確かめながら自己推考により書き進めた。しかし，隣同士でお互いの文章

を確かめ合うような相互推考を取り入れていれば，４名の児童は問いかけの文が書くことができた

ものと考える。

【表11】は，それぞれの児童の中段落の形式段落の順番の理由と調べた内容を分類したものであ

る。取材カードから必要な取材のみを切り取って，構成プリントにはがせる糊ではり付けた。100

％の児童が，中段落の形式段落の順番の理由を明らかにして並べることができた。時間の経過の順

番で並べた児童は８名，一般的な事柄から特別な事柄の順番に並べた児童は10名であった。伝えた

い内容の順番を工夫するなど，効果的な順番に並

べた児童は６名だった。時間の経過の順番で並べ

た児童は，料理の作り方と食品や材料の歴史を調

べる内容を選んでいる。一般的な事柄から特別な

事柄の順番に並べた児童は，食品や材料の種類と

栄養を調べる内容を選んでいる。効果的な並べ方

で並べた児童は，料理の作り方，歴史，材料の栄

養，種類など調べる内容に広がりがあった。この

ように，調べる内容によって，中段落の形式段落

の順番の理由がある程度限定されていた。効果的

な並べ方にした児童の一人は，料理の名前に興味

をもち，名前から歴史，歴史から料理の種類とい

うように形式段落を並べた。この児童の形式段落

の順番の理由には 「相手に教えたい順番に並べ，

た方が読みやすいと思ったから 」と記述されて。

いた。もう一人のケーキの種類を調べた児童も，

はじめに自分の一番好きなケーキを詳しく説明し

ている。この児童は，自分の一番好きなケーキを

中段落のはじめにしたり終わりにしたりして，ど

ちらが読みやすいかを読みながら何度も確かめて

いた。一般的には一番伝えたいことを最後にして

説明することが効果的であるとされるがこの2人

の児童は，試行錯誤する中で，最も伝えたいこと

を中段落のはじめに説明した方が相手に伝わりや

すいと考え，形式段落の順番を決めた。

このように，100％の児童が，形式段落の順番

の理由を明らかにして並べることができたのは，

既習内容を例に中段落の形式段落の並べ方に意味

があることを示し，読み手が理解しやすいように，順番を工夫することの大切さを確認させたから

である。学習カードの「順番に意味があることを初めて知りました 「読む人のことを考えて並。」

べました 」などの記述から中段落の役割について理解できたと考える。また，はがせる糊を使っ。

たことにより児童は，順番を繰り返し入れ替え，何度も読んで確かめてよりよい順番を考えること

ができた。

24Ｎ＝
理由 調べた内容

パンの歴史
パンプキンパイの作り方
からあげのおいしい作り方

時間の経過の順番 えだまめの育て方
スイカの歴史
わたあめの作り方（ 名）8
しいたけの育て方
メロンの育て方
いちごの種類
オクラの種類
アイスの種類
オクラの栄養

一般的な事柄から トウモロコシの種類
特別な事柄の順番 ピーマンの種類

オレンジの栄養
クリの種類
なしの種類（ ）10名
にんじんの種類
しゅんぎくの栄養
カルパッチョの名前の由来

効果的な順番 メロンがおいしく育つ所
牛乳の栄養
マーボーどうふの作り方（ ）6名
ケーキの種類

Ｎ＝２４
かかわり合分かったこと
いの文

児童 このように 思い

Ａ ○ ○ ○ ○
Ｂ ○ ○ ○
Ｃ ○ ○ ○
Ｄ ○ ○ ○
Ｅ ○ ○ ○ ○
Ｆ ○ ○
Ｇ ○ ○ ○
Ｈ ○ ○ ○
Ｉ ○ ○ ○
Ｊ ○ ○ ○
Ｋ ○ ○ ○ ○
Ｌ ○ ○ ○ ○
Ｍ ○ ○ ○
Ｎ ○ ○ ○
Ｏ ○ ○
Ｐ ○ ○
Ｑ ○ ○
Ｒ ○ ○ ○
Ｓ ○ ○ ○
Ｔ ○ ○ ○
Ｕ ○ ○ ○ ○
Ｖ ○ ○ ○
Ｗ ○ ○ ○
Ｘ ○ ○

容【表11】中段落の形式段落の順番の理由と調べた内

【表12】終わりの段落の内容にかかわる実現状況
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17頁【表12】は，終わりの段落における実現状況である。終わりの段落においては 「このよう，

に，四角い小さな色のついたザラメからわたあめができることが分かりました 「このように，。」

クリにはさまざまなしゅるいがあることが分かりました 」のように23名（95.8％）の児童が，こ。

のように」の指示語を使って，はじめの段落と中段落の内容を受けて取材内容をまとめる一文を書

くことができた 「ぜひ，みなさんも作ってみてください。ぼくもちょうせんしてみます 「おば。 。」

あちゃんといろいろな，しゅるいのにんじんを育ててみたいです 」のような取材内容から分かっ。

たこと，思ったこと，相手に呼びかけるようなかかわりり合いの文のいずれかの一文は，100％の

児童が書くことができた 「このように」の指示語の後には，気付いたことをまとめる一文が続く。

。 ， 。ことが多い その後 これらの活動をとおしての思いや読み手とのかかわり合いの文を続けている

これは，導入段階で，終わりの段落の役割を例文で示し，指示語を使ってはじめの段落と中段落を

まとめ，分かったことや思ったこと，相手に呼びかけるようなかかわり合いの文を入れることを示

。「 」 ， ，したことによる このように の指示語を使わなかった１名の児童は 終わりの段落を一字下げ

そのまま分かったことをまとめていた。段落の意味は理解していたが，接続語を活用して文章にす

ることのよさについてまでは理解されていなかった。取材内容から分かったこと，思ったこと，相

手に呼びかけるようなかかわり合いの文については内容面で個人差はあるものの，指示したとおり

書くことができた。

これらの実現状況から，構成段階において，各段落の役割の理解と段落構成を考えることについ

て理解させることができた。すなわち，段落構成を考える力は育成されたと考える。

ウ 表記に気を付けて書く力の実現状況と育成状況（９・10時間／11時間）

表記に気を付けて書く力の育成

状況を明らかにするために，事前

テストと事後テストを行った。こ

の結果から有意差が認められた。

そのｔ検定の結果を示したものが

【表13】である。

【表14】は，相互推考前と相互

推考後の表記上の誤りを項目別

に分類したものである 【図7】。

は，９頁の【表８】の「食べも

のはかせになろう」における表

記段階の実現状況を見取るため

の観点に基づき，相互推考前と

相互推考後に表記に気を付けて

書く力を比較した結果である。

清書前に構成プリントを基に説

明文を完成させた時点で，表記

の誤りがなかった児童は，２名

（8.7％）であった。相互推考後

，に表記の誤りがなかった児童は

21名（88.0％）であった。この

24Ｎ ＝

検 証 内 容 相 関 有 意 差
事 前 テ ス ト 事 後 テ ス ト

ｔ
平 均 点 標 準 平 均 点 標 準

係 数 値
偏 差 偏 差

＊
事 柄 を 2.54 0.50 2.85 0.35 0.47 2.82
整 理 す る 力

[注 ]１ ， ２ ， ４ に つ い て は 【 表 ６ 】 と 同 じ で あ る

３ 設 問 は ３ 問 で ， １ 問 に つ き １ 点 の ３ 点 満 点 と し た

【表14】相互推考前後の表記の誤りの分類

表13】表記に気を付けて書く力の育成状況【

【図7】表記に気を付けて書く力の実現状況

24Ｎ＝

表記項目 相互推考前の数 相互推考後の数
句読点 ０１４
既習の漢字を使わない ０１２
改行 ３１０
書き間違い ０９
漢字の誤り ０８
接続語 １８
文末 ０６
助詞（てにをは） １６
数字の表記 ０６
送りがな ０１
～たり～たり ０１
その他 ０４
合計 ８５ ５

〔注〕１人に複数の誤りがある

0% 50% 100%

相互推考前

相互推考後

(8.7%)

(88.0%)

(91.3%)

(12.0%)

実現している

実現していない

Ｎ＝２４表記
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実現状況の変化は，班ごとにお

互いの間違えたところの右側に

赤線を引かせ，その後，表記の

既習内容をまとめたたしかめカ

ードを参考に自己推考を行い読

み直した後に清書したことによ

る。相互推考後に誤りを訂正し

たが，清書に訂正を活かせなか

った児童が３名いた 【表15】。

は，３名の推考後の表記に気を

付けて書く力の実現状況を示したものである。改善できた部分も多いが，既習の表記事項の定

着が十分でないことや，直したことを活かして清書させる意識付けが弱かったため清書時に訂

正を活かせなかったと思われる。改行を行わなかった児童は，段落の意味を十分理解しないま

。【 】 ， ， 。ま清書したと考えられる 図７ に示したとおり 全体的には 期待された変容が見られた

これらの実現状況から，記述段階において行の改め方や接続語の工夫，表記に気を付けて書

くことについて理解させることができた。すなわち，表記に気を付けて書く力は，育成された

と考える。

５ 小学校中学年国語科において相手や目的に応じて文章を書く力を育てる学習指導に関する研究の

まとめ

これまで，手だての試案に基づく授業実践を行い，実践結果の分析と考察をとおして，その有効

性を考えてきた。その結果から，成果と課題についてまとめる。

(1) 成果

ア 取材段階において，相手や目的に合った取材内容にするために，詳しくするところ・選択し

ないところ・よいところの三つの観点を示した相互推考を取り入れた。相互推考後，自己推考

を行わせることにより，調べる事柄の取捨選択や内容の付記が適切に行われ，伝えるために必

要な材料を集め事柄を整理する力を育成することができた。

イ 構成段階において,相手に伝わるようにするために，相手や目的に応じた，はじめ・中・終

わりの段落の役割を指導し，目標にする各段落の文章を示した。また，既習内容をまとめたた

しかめカードを参考にさせ，各段階の観点を明確にした自己推敲を取り入れることにより，段

落構成を考える力を育成することができた。

ウ 記述段階において，相手に伝わるようにするために，既習内容をまとめたたしかめカードを

参考に記述させた。その後，誤りを指摘する相互推敲と，それにより気付いた誤りを正す自己

推敲を取り入れることにより，表記に気を付けて書く力を育成することができた。

(2) 課題

各段階の活動内容や時間配分を考え，内容を吟味する段階での複数による班ごとの相互推考，

表記等を推考する段階での隣同士などの相互推考の，それぞれの形態を工夫して，指導過程に位

置付けていくことが必要である。

以上のことから，課題はあるものの，小学校中学年国語科の「書くこと」の学習指導において，

取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れた指導の手だての試案は有効であり，相手や目的に応

じて文章を書く力を育てることに効果があったと考える。

【表15】推考後に誤りがあった児童の実現状況

Ｎ＝３

表記項目 児童１ 児童２ 児童３
○ ○ －句読点
○ ○ ○既習の漢字を使わない
－ × ○改行 （3カ所）

○ ○ －書き間違い
○ － －漢字の誤り
× － ○接続語
○ － ○文末
－ ○ ×助詞（てにをは）
－ － －数字の表記
○ － －送りがな
－ － －～たり～たり
－ － －その他

〔注 ・○は，相互推考，自己推考後の清書で改善がみられた〕
表記項目である。×は，改善がみられなかった表記項
目である。－は，改善が必要のない表記項目である。
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Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

この研究は取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れた指導をとおして，相手や目的に応じ

て文章を書く力を育てる学習指導の在り方を明らかにし，小学校中学年国語科の「書くこと」領

域の学習指導の改善に役立てようとするものであった。そのために，相手や目的に応じて文章を

書く力を育てる基本構想を立案し，手だての試案に基づいた授業実践を行った。その結果，仮説

の妥当性を確かめることができ，相手や目的に応じて文章を書く力を育てるための学習指導につ

いてまとめることができた。

(1) 小学校中学年国語科における相手や目的に応じて文章を書く力を育てるための基本構想

小学校中学年国語科における相手や目的に応じて文章を書く力を育てるための基本的な考え

方や，取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れる意義と学習の展開を明らかにし，基本構

想としてまとめることができた。

(2) 手だてにかかわる実態調査及び調査結果の分析と考察

手だての試案を作成するに当たって，国語科における書く活動に関する実態を把握するため

に，実態調査を行った。調査結果から明らかになったことから手だての試案作成上の留意点を

まとめることができた。

(3) 取材・構成・記述の各段階に推考を取り入れた手だての試案

基本構想及び実態調査から明らかになった手だての試案作成上の留意点を基にして，手だて

の試案を作成した。取材・構成・記述の各段階における推考の観点を示すことができた。

(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察

取材・構成・記述の各段階における推考の観点を示した手だての試案に基づいた授業実践を

行った。授業実践の分析と考察により，相手や目的に応じて文章を書く力の育成が認めらた。

相互推考というお互いに認め合い高め合う活動が，自己の力で誤りを正し，よりよい文にする

ことを可能とし，児童の意欲の継続と達成感に結びつき，手だての試案の有効性を見ることが

できた。

(5) 小学校中学年国語科における相手や目的に応じて文章を書く力を育てるための学習指導に関

する研究のまとめ

小学校中学年国語科における相手や目的に応じて文章を書く力を育てるための学習指導につ

いて成果と課題を明らかにすることができた。

２ 今後の課題

本研究を今後さらに生かすための課題として次のようなことが考えられる。

(1) 相互推考が効果的に機能する，お互いを認め合う場の設定や話し合いのルールの確立を大切

にした学級作りを行っていくこと。

(2) 日常的に，司書教諭または地域の図書館との連携を取り，図書資料を必要とする単元におい

て，専門性を活かした情報提供を得られるようにすること。

＜おわりに＞

長期研修の機会を与えてくださいました関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と児童のみなさ

んに心から感謝申し上げ，結びの言葉といたします。
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ケ
ー
ト
は
、
国
語
の
勉
強
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
が
、
ふ
だ

べ
ん
き
よ
う

ん
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
や
く

だ
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。
テ
ス
ト
で
は
な
い
の
で
、
ふ
だ
ん
の
学
習

が
く
し
ゆ
う

を
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（

）

一
関
市
立
猿
沢
小
学
校

三
年

番

一
、
あ
な
た
は
、
作
文
を
書
き
終
っ
た
あ
と
読
み
直
し
を
し
ま
す
か
。
ア

〜
ウ
の
中
か
ら
一
つ
え
ら
ん
で
、
○
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ア

い
つ
も
読
み
直
し
を
す
る
。

イ

と
き
ど
き
読
み
直
し
を
す
る
。

ウ

ま
っ
た
く
読
み
直
し
を
し
な
い
。

、

。

、

二

一
番
で
ア
と
イ
に
○
を
つ
け
た
人
に
聞
き
ま
す

読
み
直
す
と
き
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。
ア
〜
オ
の
中
か
ら
当
て

は
ま
る
こ
と
を
す
べ
て
え
ら
ん
で
、
○
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ア

習
っ
た
か
ん
字
に
直
す
。

な

ら

イ

じ
ゅ
ん
じ
ょ
（
だ
ん
ら
く
）
を
見
直
す
。

ウ

な
い
よ
う
を
書
き
足
す
。

エ

「

」
や
「

」
を
見
直
す
。

。

、

オ

そ
の
他た
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三
、
一
番
で
ウ
に
○
を
つ
け
た
人
に
聞
き
ま
す
。

当
て
は
ま

ア
〜
エ
の
中
か
ら

る
こ
と
を
す
べ
て
え
ら
ん
で
、
○
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ア

読
み
直
す
時
間
が
な
い
か
ら
。

イ

読
み
直
す
の
が
め
ん
ど
う
だ
か
ら
。

ウ

読
み
直
し
て
も
作
文
の
直
し
方
が
分
か
ら
な
い
か
ら
。

エ

そ
の
他た

細
川

ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
れ
で
お
し

ま
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

楽
し
い
夏
休
み
を
・
・
・
。
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【
補
充
資
料
２
】
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
文
章
を
書
く
力
の
育
成
状
況
を
み
る
事
前
事
後
テ
ス
ト
の
問
題

三
年

番

（

）

さ
い
こ
さ
ん
は
、
り
ん
ご
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
く
た
め
に
、
書

く
材
料
を
①
〜
⑥
の
カ
ー
ド
に
書
き
出
し
ま
し
た
。

ざ
い
り
よ
う

次
の
カ
ー
ド
を
見
て
あ
と
の
（
１
）
〜
（
２
）
の
問
い
に
答
え
ま

つ

ぎ

と

し
ょ
う
。

①

よ
く
あ
ら
っ
て
、
か
わ
ご
と
か
じ
り
ま
す
。

②

さ
と
う
を
入
れ
て
、
に
る
と
ジ
ャ
ム
に
な
り
ま
す
。

③

食
物
せ
ん
い
が
、
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

し

よ

く

も

つ

、

。

④

か
わ
が

つ
や
つ
や
し
て
い
る
も
の
が
し
ん
せ
ん
で
す

⑤

ビ
タ
ミ
ン
が
、
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑥

り
ん
ご
の
中
に
み
つ
が
多
い
も
の
が
お
い
し
い
で
す
。

（
１
）

い
も
う
と
に
「
り
ん
ご
の
え
ら
び
方
」
を
つ
た
え
る
作
文
を
書

く
た
め
に
は
、
ど
の
カ
ー
ド
を
え
ら
ん
だ
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
〜
⑥
か
ら
二
つ
え
ら
び
記
号
で
か
き
ま
し
ょ
う
。

き

ご

う

（
２
）

い
も
う
と
に
「
り
ん
ご
の
食
べ
方
」
を
つ
た
え
る
作
文
を
書
く

た
め
に
は
、
ど
の
カ
ー
ド
を
え
ら
ん
だ
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
〜
⑥
か
ら
二
つ
え
ら
び
記
号
で
か
き
ま
し
ょ
う
。

き

ご

う

１

と と
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、(

１)

か
ら(

２)

の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

つ

ぎ

ぶ
ん
し
よ
う

と

①

草
や
木
の
た
ね
に
は
、
た
び
を
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
ふ
う
に
た
び
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

②

た
ん
ぽ
ぽ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
毛
の
下
に
た
ね
が
つ
い
て

い
ま
す
。
わ
た
毛
で
風
に
の
っ
て
た
び
を
し
ま
す
。

③

お
な
も
み
の
実
を
見
て
く
だ
さ
い
。
と
げ
の
つ
い
た
み
の
中
に

み

た
ね
が
は
い
っ
て
い
ま
す
。
と
げ
で
ど
う
ぶ
つ
た
ち
に
く
っ
つ
い

て
た
び
を
し
ま
す
。

④

な
な
か
ま
ど
の
実
を
見
て
く
だ
さ
い
。
赤
い
み
の
中
に
、
や
っ

み

ぱ
り
た
ね
が
あ
り
ま
す
。
赤
い
み
が
こ
と
り
た
ち
に
食
べ
ら
れ
る

と
、
こ
と
り
と
い
っ
し
ょ
に
た
び
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
ん
に

ま
じ
っ
て
出
て
き
ま
す
。

あ○

⑤

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
た
ね
は
、
た
び
を
し
や
す
い
ふ
く
を

き
て
、
遠
い
と
こ
ろ
に
た
び
を
し
ま
す
。

⑥

そ
し
て
、
そ
こ
で
め
を
出
し
、
草
や
木
に
な
る
の
で
す
。

（
１

「
問
い
か
け
」
の
文
（
問
題
を
出
し
て
い
る
文
）
は
、
①
〜
⑥
の

）

と

も

ん

だ

い
。

。

ど
の
段
落
に
あ
り
ま
す
か

そ
の
段
落
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う

だ

ん

ら

く

だ

ん

ら

く

ば

ん

ご

う

（
２
）

文
章
中
の
○
「
こ
の
よ
う
に｣

は
、
ど
の
段
落
か
ら
ど
の
段
落
を

あ

ぶ
ん
し
よ
う

だ

ん

ら

く

だ

ん

ら

く

さ
し
て
い
ま
す
か
。
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
え
ら
び
、
そ
の

つ

ぎ

記
号
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

き

ご

う

ア

①
〜
②

イ

②
〜
④

ウ

③
〜
⑤

エ

③
〜
⑥

段
落

２
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つ
ぎ
の
文
に
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
、
文
字
が
ぬ
け
て
い
た
り

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
×
を
つ

け
て
右
が
わ
に
正
し
く
直
し
ま
し
ょ
う
。
文
字
が
ぬ
け
て
い
る
と
こ

ろ
に
は
＜
を
つ
け
て
書
き
足
し
ま
し
ょ
う
。

た

わ
た
し
わ
、
き
の
う
ど
う
ぶ
つ
え
ん
へ
行
て
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
さ
る
を
見
ま
し
た
。
さ
る
は
、
お
せ
ん
べ
い
お

食
べ
て
い
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
文
の

に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

か
ら

（

）

こ

と

ば

え
ら
ん
で
、
書
き
ま
し
ょ
う
。

こ
が
ね
ぐ
も
は
（

、
木
の
え
だ
の
あ
い
だ
に
糸
を

）

。

、

。（

）

は
り
ま
す

あ
み
を
は
る
の
は

よ
な
か
で
す

大
き
な
三
角
を
作
り
ま
す
。

（

、
そ
と
が
わ
か
ら
丸
く
糸
を
は
り
ま
す
。

）

こ
う
し
て
あ
み
が
で
き
あ
が
る
と
、
か
く
れ
て
虫
の
か
か
る

の
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

・

さ
い
ご
に

・

そ
れ
か
ら

３４
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【補充資料３ 「食べ物はかせになろう・本で調べる」の展開案】

単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（１時間／11時間）

(1) 目標 書く目的を理解し，学習の見通しを持つことができる。

(2) 展開

学習活動 指導上の留意点推考の観点

１ 食べ物はかせになろう ・本時の学習の見通しをもたせるた「 」
導 の全文を読み，調べたこと めに課題を把握させる

を文章にまとめるまでの流
入 れをつかむ
10 ２ 本時の学習課題を把握す（ ）

る
学習計画を立てよう

３ 学習の目的を理解する ・相手や目的の意識付けができるよ
展 ○自分の興味のある食べ物 うに児童に具体的に説明をし，こ

について調べ，文集にし れからの学習の根幹にかかわるこ
開 て４年生とみんなに伝え とを理解させる
25 ることを理解する ・掲示物で学習の見通しを示すとと（ ）

４ 学習計画を立て，学習内 もに各自の＜学習カード＞で学習
容を把握する の流れを把握させる

終 ５ 次時の学習内容を知る ・次時は，本の探し方や，調べ方を
末 行うことを知らせ興味・関心に結
10) び付ける（

単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（2時間／11時間）
(1) 目標 本の探し方や調べ方を理解することができる。
(2) 展開

学習活動 指導上の留意点推考の観点

導 １ 本時の学習課題を把握す ・４人一組になって与えられた４つ
る の事柄を調べる活動を行うことを

入 探してみよう 理解させる
５ 調べてみよう（ ）

２ 調べるための本について ・ 目次 【索引】を使って調べる【 】
展 理解する と調べやすいことや，あいうえお

○事典・図鑑を使って与え 順に並んでいることを理解させる
開 られた事柄について調べ ・中心になって調べる児童を輪番と
35 る し，４人全員が主体となって調べ（ ）

○調べたことを書き出す る機会を与えるようにする
・必要な内容・大事なとを書くこと
を理解させる
・調べた本の名前，出版社，出版年
を書くこと，分からない言葉は，
印をつけて後で国語辞典で引くこ
とを理解させる

終 ３ 次時の学習内容を知る ・次時は，調べる内容を決めること
末 を伝え学習の見通しを持たせる
５)（
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単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（３時間／11時間）

(1) 目標 調べることを決めることができる。

(2) 展開

学習活動 指導上の留意点推考の観点

１ 本時の学習課題を把握す

る

導 調べることを決めよう

○「言葉見つけ」ゲームを

入 する

15 動物→ライオン ・大きい言葉の枠を提示しゲームを（ ）

ぞう 行い言葉をくくる言葉があること

うさぎ・・・ を気付かせる

○「何の何」ゲームをする ・ 何の何」ゲームをプリントに記「

うさぎのえさ 述させ調べる内容を絞り込むこと

うさぎの種類 を理解させる

うさぎの飼い方 など ＜ワークシート１＞

食べ物

飼い方 種類

２ 調べることを決める ・なかなか調べることが決まらない

展 ○調べる食べ物を決め，ま 児童には，好きな食べ物や嫌いな

るの中に書く 食べ物など身近な食べ物から考え

開 ○その食べ物のどんなこと る視点を与える。 また，給食献

28 を調べたいのか，知りた 立表を使って材料や料理，食品を（ ）

いことや疑問に思うこと 具体的にイメージさせる

をまるのまわりに書く ＜ワークシート２＞

○最後に，まわりに書いた

中から一番書きたいこと

を選択する

○決めた内容と理由を友だ

ちに伝える

終 ３ 次時の学習内容を知る ・決めた内容について調べることを

末 知り学習の見通しをもつ

２)（

うさぎ
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単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（４・５時間／11時間）

(1) 目標 伝えるために必要な材料を集め，取材内容を自己推考，相互推考によって取捨選択す

ることができる。

(2) 評価規準
評価場面 評価規準 具体の評価規準 Ｃの児童への支援

Ａ Ｂ
○取材内容を取 ○決めた内容に合っ 【自己推考】 【自己推考】 資料に戻り文節を区切
捨選択する。 た取材内容を取材 取材内容が決 取材内容が決 りながら音読させ，どの
自己推考 カードに書いてい めた内容に合っ めた内容に合っ ような内容なのか口頭で
相互推考 る。 ており，分かっ ており，分かっ 話させ，決めた内容に関

○重複した内容を取 たことや読み手 たことを中心に わる部分にアンダーライ
り除いている。 に伝えたい内容 内容が選択され ンを引かせる。

が選択されてい ている。
る。
【相互推考】 【相互推考】
相互推考によ 相互推考によ

って指摘された って指摘された
ことを自分の考 ことを取り入れ

。えで判断して取 ようとしている
り入れる。

(3) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

導 １ 本時の学習課題を把握す ・例の文章を示し，三段落構成の文
る 章を確認する

入 書くざいりょうをあつ ・前時に決めた内容を調べ，中段落
５ めよう に書くことを理解する（ ）

２ 調べたいことを探し，取 ・図書資料から調べたい内容を分類☆調べたい食べ物・内容
展 材プリントに書く して読み取れていない児童には，と取材内容を照らし合

文を区切って読ませたりアンダーわせる
開 ラインを引かせたりする☆分からない言葉を調べ
75 ・書こうか書かないか迷っている児（ ） る

童には，書くように促す
・必要な材料を決められずにいる児
童には調べる内容に照らし合わせ
ながら自分が相手に伝えたいこと

３ 取材カードから必要な材 を話させる中で決定させる・自己推考の後４人グル
料を選び取る ・相互推考することで，必要な材料ープによる相互推考
○自己推考・相互推考によ であるか不足はないか考えさせる☆自己・相互推考の観点
り書くために必要材料を ・材料を加えたい児童には，再度調・詳しくするところは
決める べ内容を検討させるないか

・決めた内容に合ってい
るか(選ばないところ)
・よいところ
☆付記・取捨選択する内
容の確認

終 ４ 学習を振り返る ・次時は構成プリントの中段落の順・推考の観点に沿って学
番を考えながら，全体の構成をす習が進められたか確認

末 ５ 次時の学習内容を知る ることを伝え見通しをもたせる。
10)（
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単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（６時間／11時間）

(1) 目標 構成の手引きを基に，以下のことが自己推考できる。

中（説明）段落の順番を考えることができる。

全体のつながりを考えることができる。

三段落構成，はじめ・中・終わりのつながりを考ることができる。

(2) 評価規準

評価場面 評価規準 具体の評価規準 Ｃの児童への支援
Ａ Ｂ

○中段落の順番 ○中段落の順番の理 中段落の順番 中段落の順番 中段落について，取材
を考える。 由を考えて文章を の理由につい の理由を考えて 内容がどのような順番で

構成している。 て，読み手を想 文章を構成して 並べられていればよいの
定しながら文章 いる。 か考えさせる。
を構成してい

○接続詞の選択 ○全体の構成を考え る。
て適切な接続詞を
使うことができ
る。

(3) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

１ 本時の学習課題を把握す ・既習の三段落構成の説明文を例に
導 る 中段落の順番について作者が意図

中段落の順番を考え， をもって構成していることに気付
入 文章を組み立てよう かせる。

＜構成の手引き＞（ ）５

２ 中段落の順番を考える ・時間的な経過・一般的なことから☆この順番で並べる理由
展 特別なことなど順番を決める観点を明らかにする

を示すとともに調べる中で，一番☆時間的な経過
開 驚いたことや，初めて気付いたこ☆一般的なことから特別
30 とについて口頭で話させる（ ） なこと

・＜取材カード・黄色＞は必要なと☆効果的な順番
３ 音読して文のつながりを ころだけ切り取って＜構成プリン☆意味段落の接続語を中
確かめる ト・白色＞にはがせる糊ではり付心に，適切な接続語を

ける選ぶ

終 ４ 学習を振り返る ・次時ははじめ・終わりの段落を書
くことを伝え見通しをもたせる

末 ５ 次時の学習内容を知る
10)（
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単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（７時間／11時間）

(1) 目標 はじめ・終わり）の段落を構成の手引きを基に自己推考することができる。

段落の構成を考えことができる。

(2) 評価規準

評価場面 評価規準 具体の評価規準 Ｃの児童への支援
Ａ Ｂ

○はじめの文を ○自分の調べた食べ 自分の調べた 自分の調べた 文型・文例を示し自分
書く。 物の事柄・内容につ 食べ物の内容に 食べ物の内容に の思いを口頭で話させ

いて，読み手に紹介 ついて，読み手 ついて，読み手 る。
する文と問いかけの に紹介する文と に紹介する文と
文が入ったはじめの 問いかけの文に 問いかけの文が
文を書いている。 自分の考えを入 書いてある。

れながら書いて
ある。

○終わりの文を ○「このように」の 調べた食べ物 調べた食べ物 文型・文例を示し自分
書く。 指示語を使って調 の内容を分かっ の内容をまと分 の思いを口頭で話させ

べたことをまとめ たこと思ったこ かったこと思っ る。
た文や，自分の調 と伝えたいこと たこと伝えたい
べた事【中段落】 を読み手に伝わ ことが書いてあ
から分かったこと るように工夫し る。
思ったこと伝えた て書いてある。
いことが書かれて
いる。

(3) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

１ 本時の学習課題を把握す ・既習の三段落構成の説明文を例に
導 る はじめ・終わりの役割について確

だんらくのやくわりを 認させる
入 考えて，はじめ・終わ

＜構成の手引き＞（ ）５ り文を書こう

２ はじめの文を書く ・読み手を意識した問いかけの文を☆自分の調べた食べ物の
展 ○はじめの文を構成プリン 取り入れる良さについて気づかせ事柄・内容について，

トにはる る読み手に紹介する一文
開 ・書き進められない児童には，文型があるか
30 文例を示し自分の思いを口頭で話（ ） ☆問いかけの文があるか

させる
☆「このように」の指示３ 終わりの文を書く
語を使って調べたこと○終わりの文を構成プリン
を一文でまとめているトにはる
か

☆自分の調べた中段落か
ら分かったこと思った
こと伝えたいことが書
かれているか

４ 学習を振り返える ・次時は，説明文を完成させること☆推考の観点に沿って学
終 を伝え見通しをもたせる習が進められたか確認

させる
末 ５ 次時の学習内容を知る
10) ・（
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単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（8時間／11時間）
(1) 目標 表記の手引きを基に説明文を完成させることができる
(2) 評価規準

評価場面 評価規準 具体の評価規準 Ｃの児童への支援
Ａ Ｂ

○三段落構成の ○表記の手引きを基 【自己推考】 【自己推考】 記述した説明文を音読
説明文を書く に考えながら説明 表記の手引き 表記の手引き させ相互推考で付箋を貼。

文を完成させるこ を基に間違いを を基に間違いを られた部分を表記の手引
とができる。 直したり気をつ 直したり気を付 きと照らし合わせながら

けたりしながら けたりしながら 気付かせる。
読み手のことを 記述している。
考え記述してい
る。
【相互推考】
相互推考によ

って指摘された
ことを表記の手
引きを基に直し
ている。

(3) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

導 １ 本時の学習課題を把握す
る

入 説明文を完成させよう
＜表記の手引き＞(10)

☆＜表記の手引き＞で確認２ 三段落構成の説明文を書
しながら書き進める展 く

○段落や接続語，表記を考 ・相互推考では誤りに付箋を貼る・４人グループによる相互
開 えながら説明文を書く だけとし，訂正については，自推考
30 ○音読して文を確かめる 分で考えて直すようにさせる（ ） ☆接続語の工夫

☆誤字・脱字・句読点の適
切さ

☆主述の関係

☆推考の観点に沿って学習４ 学習を振り返える
が進められたか確認させ終

・次時は，清書をすることを伝える
末 見通しをもたせる。
10) ５ 次時の学習内容を知る（

単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（９時間／11時間）

(1) 目標 読み手を考え清書することができる。

(2) 評価規準
評価場面 評価規準 具体の評価規準 Ｃの児童への支援

Ａ Ｂ
清書をする。 自己推考を活かし 【自己推考】 前時の相互推考・自己

て説明文を清書させ 表記の誤りな 推考を振り返り改めて，
ることができる。 く記述する。 表記の誤りに気付かせ

る。
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(3) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

導 １ 本時の学習課題を把握す
入 る
(10) 清書をしよう

２ 清書する ・読み手が読みやすいように丁寧☆相互推考や自己推考を受
展 ○清書する文章を音読する に書くことを伝えるけ正しい表記で記述させ

る○原稿用紙に書く
開 ○読み直し書き間違いがあ
30 れば直す（ ）

終 ４ 学習を振り返える
末 ・次時は，お互いに読み合うこと
10) ５ 次時の学習内容を知る を伝え見通しをもたせる。（

単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（10時間／11時間）
(1) 目標 お互いの説明文を読み合い良いところを学び合うことができる。
(2) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

導 １ 本時の学習課題を把握す
る

入 友だちの良いところを
(10) みつけよう

２ 友だちの発表を聞き，感 ・友だちの良いところを具体的に
展 想を書く 伝えるようにさせる

○推考の観点を基に友だち
開 の良さを見つけ伝える
30 ３ 文集にまとめ４年生に贈（ ）

る

終 ４ 学習を振り返る
末
10)（

単元「食べものはかせになろう・本で調べる」の指導展開案（11時間／11時間）
(1) 目標 単元の学習を振り返ることができる。
(2) 展開

学習活動 指導上の留意点☆推考の観点

導 １ 本時の学習課題を把握す
入 る
(10) 学習のまとめをしよう

展 ２ ４年生からの感想を読み ・４年生からは分かったことを中
開 む学習を振り返る 心に感想をまとめてもらう

（ ）30

終 ３ 本単元の学習を振り返え
末 りまとめる
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【補充資料４－①】学習カード

はかせになろう
学習カード

3年 番 名前（ ）

順 序 学 習計画 ふりかえり
じゆんじよ がくしゆう

1 計画を立てよう ◎ ○ △

２ さがしてみよう・調べてみよう ◎ ○ △
しら

３ 調べることを決めよう 決まったことをかきましょう
しら き き

書く材 料をあつめよう どのようなことに気をつけて取材活動をしましたか
ざいりよう しゆざいかつどう

４

５ 中段落の順 番を考えよう どのような中段落の順 番にしましたか
だんらく じゆんばん だんらく じゆんばん

６ 段落のやくわりを考えてはじめの段落を書こう どのようなことに気をつけてはじめの段落を書きましたか
だんらく だんらく だんらく

段落のやくわりを考えておわりの段落を書こう どのようなことに気をつけて終わりの段落を書きましたか
だんらく だんらく だんらく

７ 説明文をかんせいさせよう どのようなことに気をつけて説明文を書きましたか
せつめいぶん せつめいぶん

８ 清書しよう ◎ ○ △
せいしよ

９ ともだちの良いところをみつけよう ◎ ○ △
よ

10 学 習のまとめをしよう ◎ ○ △
がくしゆう
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【
補
充
資
料
４
ー
②
】
調
べ
て
み
よ
う

調
べ
て
み
よ
う

は
ん

・
名
前

調

べ
る
こ
と

調
べ
た

日

調
べ
て
分
か
っ

た
こ
と

調

べ
た
本
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【補充資料４－③】何の何ゲーム

「何の何」ゲーム
3 年 番 名前（ ）
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【補充資料４－④】テーマをみつけよう

テーマをみつけよう

3 年 番 名前（ ）

■テーマの見つけ方

①調べることを決めよう。

②調べる食べものを決めて、まるの中に書いてみよう。

③その食べ物のどんなことについて調べたいのか、知りたいことや、

ぎもんに思うことを決めて、まるのまわりに書いてみよう。

④さいごに、まわりに書いた中から一番書きたいことをえらぼう。
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【

補
充

資

料

４

ー

⑤

】

取

材

カ

ー

ド

三

年

番

（

）

し

ゅ

ざ

い

カ

ー

ド

調

べ

る

こ

と
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【補充資料４－⑥】相互推考カード

（ ）名 前

名前

こうもく

くわしくする

えらばない

ひとこと
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【
補

充

資

料

４

ー

⑦

】

構

成

プ

リ

ン
ト

（

）

こ

う

せ

い

プ

リ

ン

ト

三

年

番

ろしりの

お はじめ中おわり

のりしろのりしろのりしろ
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【
補

充

資

料

４

ー

⑧

】

は

じ

め

・

終
わ

り

の

段

落

記

述

用

紙

はじめおわり
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【
補
充
資
料
５
ー
①
】
構
成
の
手
引
き

構
成
の
手
引
き

三
つ
の
段
落
の
は
た
ら
き
を
考
え
て
、
書
き
ま
し
ょ
う

★

説
明
文
の
は
じ
め
（
問
い
）
の
段
落
に
は
、
こ
れ
か
ら

説

明

す

る

内

容

を
ま
と
め
た

文

と
問
い
か
け
の
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
の
行
列

大
滝

哲
也

夏
に
な
る
と
、
庭
の
す
み
な
ど
で
、
あ
り
の
行
列
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
そ
の

行
列
は
、
あ
り
の
巣
か
ら
、
え
さ
の
あ
る
所
ま
で
、
ず
っ
と
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

あ
り
は
、
も
の
が
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
あ
り
の
行
列
が
で
き

の
る
の
で
し
ょ
う
か
。

す
が
た
を
か
え
る
大
豆

国
分

牧
衛

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
食
事
に
は
、
肉
・
や
さ
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ざ
い
り
ょ

う
が
調
理
さ
れ
て
出
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ご
は
ん
に
な
る
米
、
パ
ン
や
め
ん
類

に
な
る
麦
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
人
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
口
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

な
ん
だ
か
分
か
り
ま
す
か
。

そ
れ
は
、
大
豆
で
す
。
大
豆
が
そ
れ
ほ
ど

食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

大
豆
は
、
い
ろ
い

ろ
な
食
品
に
す
が
た
を
か
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
気
づ
か
れ
な
い
の
で
す
。

（

）

、

。

★
説
明
文
の
中

説
明

の
段
落
は

意
味
を
持
っ
た
順
番
で
な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す

す
が
た
を
か
え
る
大
豆

国
分

牧
衛

○

大
豆
は
、
ダ
イ
ズ
と
い
う
植
物
の
た
ね
で
す
。

①

い
ち
ば
ん
分
か
り
や
す
い
の
は
（
ゆ
で
る
・
に
る
）

②

次
に
、

（
ひ
く
）

③

ま
た
、

（
ち
が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
１
）

④

さ
ら
に
、

（
ち
が
う
食
品
に
す
る
く
ふ
う
２
）

か
ん
た
ん
な
食
べ
方
か

ら
手
を
か
け
た
食
べ
方

と
い
う
順
番
で
な
ら
べ

て
あ
り
ま
す
。
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⑤

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、

(

と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方
の
く
ふ
う
）

★

説
明
文
の
中
（
説
明
）
の
段
落
は
、

伝
え
た
い
内
容
や
読
む
人
の
こ
と
を
考
え
て
な
ら
べ
ま
す
。

★
説
明
文
の
お
わ
り
（
ま
と
め
）
の
段
落
は
、
自
分
が
調
べ
た
こ
か
ら
気
づ
い

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
が
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

「
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
」
の
お
わ
り
（
ま
と
め
）
の
段
落
の
書
き
出
し
、

「
こ
の
よ
う
に
」

を
使
っ
て
お
わ
り
（
ま
と
め
）
の
文
を
書
き
ま
す
。

す
が
た
を
か
え
る
大
豆

国
分

牧
衛

こ
の
よ
う
に
、
大
豆
は
い
ろ
い
ろ
な
す
が
た
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
作

物
に
く
ら
べ
て
、
こ
ん
な
に
多
く
の
食
べ
方
が
考
え
ら
れ
た
の
は
、
大
豆
が
味
も
よ

く
、
畑
の
肉
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
え
い
よ
う
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
で

す
。
そ
の
う
え
、
や
せ
た
土
地
に
も
強
く
、
育
て
や
す
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
ち
い

き
で
植
え
ら
れ
た
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

大
豆
の
よ
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔
の
人
々
の
ち
え
に

お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す
。

。

★
文
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
使
い
ま
す

は
じ
め
に

次
に

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
・
こ
の
よ
う
に

・
こ
れ
ら
の
ほ
か
に

そ
こ
で
・
さ
ら
に

で
も
・
け
れ
ど
も
・
な
ぜ

時
間
の
順
番

か
ん
た
ん
な
こ
と
か
ら
む
ず
か
し
い
順
番

効
果
的
な
順
番
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【
補
充
資
料
５
ー
②
】
表
記
の
手
引
き

表
記
の
手
引
き

つ
ぎ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
読
み
直
し
ま
し
ょ
う

●
丸(

、
点
（

）
か
ぎ
（

）
は
、
正
し
く

。
）

、

「

」

つ
か
え
ま
し
た
か
。

丸
（

）
は
、
文
の
お
わ
り
に
つ
き
ま
す
。

。

点
（

）
は
文
の
中
の
切
れ
目
に
う
ち
ま
す
。

、

大
豆
は
、
ダ
イ
ズ
と
い
う
植
物
の
た
ね
で
す
。

人
の
話
し
た
こ
と
ば
（
会
話
）
は
、
か
ぎ
（

）
を
つ
け
て
、

「

」

行
を
か
え
て
か
き
ま
す

先

生

が

、

。

「

」

ま

め

が

、

す

き

で

す

。

と

言

い

ま

し

た

●
「
は
、
を
、
へ
」
や
、
小
さ
く
書
く
字
（
ゃ
、
ゅ
、
ょ
、
っ
）
は
、

。

正
し
く
書
け
ま
し
た
か

わ
た
し

花
子
で
す
。

あ
さ
が
お

見
ま
し
た
。

主
語
の
あ
と
に

点
（
、
）
が

あ
る
と
読
み

や
す
い
ね
。

丸(.

。)

と
か
ぎ

(

「
」)

は
、

い
っ
し
ょ
だ
よ
。

を は

「
を
」
「
は
」

「
へ
」
は
、
こ
と
ば

の
ま
と
ま
り
の
後
に

く
る
よ
。
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学
校

行
き
ま
す
。

で
ん
し
ゃ

し
っ
ぽ

●
文
の
お
わ
り
を
そ
ろ
え
て
書
き
ま
し
た
か
。

あ
し
た
は
、
お
ま
つ
り

あ
し
た
は
、
お
ま
つ
り

●
か
ん
字
や
か
た
か
な
は
、
正
し
く
書
け
ま
し
た
か
。

大
き
な
声
で
読
む

と
小
さ
な
字
に
気

が
つ
く
よ

へ

。

で
す。

だ

〜
す
る
。

。

思
う

し
ま
す
。

。

思
い
ま
す
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